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まだ「卒業証書の介添えは女性」ですか?
昨年12月末，私たちは仲間と
恒例の!アジア平和交流の旅iへ
出掛けた。今回は大水害に見舞わ
れたヴェトナム中部の学校訪問も
目的とした 23名の一行だった。
ホーチミン，フエ，ダナン，ハ
ノイと旅は続き，かつての宗主国
フランス文化の香りがいまだに残
るハノイの街，はげしかった北爆
に耐えた街は優雅にしっとりとむ
かえてくれた。そこには「ばって
んうーまん」の仲間，池田さんが
昨春の/、ノイ訪問で 「感動したj と話してくれた「女性博物館」がある。ぜひ行きたい
とホーチミン旧屈など訪れた午後皆で街の中心部にある博物館へと向かった。
大きいが雑然としていた |戦争博物館」とは違って，こじんま りとした3階建ての建
物は良くととのった展示がされていた。ベトナムの女の歴史が服装，暮らし方，生産や
学習等紹介され現在の女性の地位ゃあり方が詳細なデーターと共に展示されていた。
遠い昔の中国からの独立運動以来の女性の働き，とくにフランスからの，そして 19 
4 0年代の進駐して来た日本軍からの猛{立のため働いた女性達の婆が数々の写真や絵で
示されていた。圧巻はヴトナム戦争時になされた女性の働き，そして息子を夫を奪われ
た女性たちの悲しみを語る写真群だった。 r平和なくして人権なしJの言葉を噛みしめ
女性の働きをきちんと評価する国立博物館がうらやましし、私たち2人だった。
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今年もまた卒業式の季節がやって来た。学校長が卒業証書をわたす傍らで，その補助(介
添え)を行う人と して，あなたはどのような人をイメージするだろうか。
昨年から高校生の求人票が男女別でなくなったことは周知のことだが，それは職場におけ
I る男女平等を進めるために，女男という性別で分けないで雇用していこうとするものである。
長い間職業にも女の仕事，男の仕事という固定観念、があり，それが女性の社会進出を阻んで
きた。その固定観念をジェンダーという。ジェンダーを日本語に訳すと「社会的・文化的に
つくられた性差」となるが男は外で仕事，女は内で家事・育児」という性的役割分担も
そうだし，いわゆる「男らしさ，女らしさ」もジェンダーとして私たちの意識にしみついて
いるものである。このジェンダーをとりはらわなければ男女平等は実現しないということが，
最近やっと日本でも広く認、識されるよ うになってきた。
そこで「介添え」である。なぜかこの仕事は多くの学校で長い間女性が担当してきた。女
性がふさわしいという理由で。その根拠としては女性のもつ華やかさや優美さが舞台ではは
れるというものが多かったように思う r女性というものは華やかである」というのがジェ
ンダーによるすり込みなのである。女性にもいろいろな個性の人がし、るのに r女はJとい
うくくりかたをしてしまう。もちろんそれは男性にもいえよう。[女だからJr男だからJ
で分けない教育こそが，今ジェンダー・フリーの教育として求められている。
加えて，そもそも「介添えJに華やかさや優美さが必要なのだろうか。ただ間違いなく証
書を学校長にわたすことが仕事なのだから，当然男性もできることで，女性に固定される必
要はない。また華やかさや優美さというのはかなり主観的なもので，職員のだれかをその観
点から選ぶとすれば，これは非常に問題になるだろう。
いずれにしてもこの「介添えj の仕事は「あの人にJと指名するのではなく，学年主任と
か教頭とか，その他卒業生に一番近い人である方が望ましいのではなかろうか。
そして何よりも介添え」というほとんど意味のない前時代的な係は，廃止の方向で考
えるべきではないかと思う O
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I学校現場の教職員はジエンダーとかジ、エンダーフリーとか、まだ知らんとよI
前ベヶジの文を書いた彼女がふか~い溜め息をついた。今年もまた、校長の介添え役
に役割分担意識がぬけない現場で、管理職やマッチョな男たち、変わりきれない女、組合
の人達を前に、胃の痛くなるような議論を繰り広げている。国の「基本法」もできた、県
の新行動計画も3月にできる。我が長崎市は男女共同参画宣言都市でもある。あ~早くウ
学校の先生たちを集めて、男女共同参画社会の学習会を開いてくれえー。もしかしたら、
これで最近多発の傾向にある教え子へのセクハラ事件も少しは減るのではないか。教育に
携わる人達こそ、男女共同参画社会基本法の内容と解釈についてきちんと学習する必要が
あると思う。 t. / I~;D 
参加しました、 福岡で開催きれた
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'三z:-'I宝むこ文寸する芸毒ゴ〕日初支害事三z:'1生 3芝主麦システム
壱ケて〉くろう-フ才一一ラムへ
(主催:向上実行委員会 共催:福岡県女性総合センター'あすばる)
さまざまな暴力を受けている女性たちに必要な情報や支援が届くように、医療機関や福
祉関係者、弁護士が一堂に会して、勇気を出して一機関を訪れた被害者への支援がそこで
プツンと切れないような支援システムをつくりあげようということであった。婦人相談員
の会員から誘われたのだが、被害女性の立場にたってこんなフォーラムを作り上げた彼女
らの情熱に感動した。男性支配の社会の下で、手を伸ばしあって女が女を救いあってし=く
様子は本当に素晴らしい。
[ばってん・うーまんの会 会報:年間購読料 1500円(送料共)] 
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